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江  崎    昭  三  

【平成 2 年 12 月】 

 空気･水のよい故郷山口に U ターンし、エヌ

ジェイエフ山口営業所として我家を拠点に

中・四国・九州地区に車えび用飼料の販売を

おこなった。 

今では“しまなみ街道”で尾道から四国今

治まで橋で繋がっているが、橋に関係のない

瀬戸内の島々にはフェリーや高速船で島伝い

に渡り・養殖場を訪れた。 

また、島の民宿に泊りながら、

“小柳ルミ子・瀬戸の花嫁”の

「瀬戸は日暮れて夕波小波」を

味わったものだ。 

【平成 3 年 11 月】 

 我家は小高い岡の上にあり坂

道が多く、63 才で中国地区のＡ

Ｔ車限定免許第１号になり、新

聞・テレビのニュースで報道さ

れ恥ずかしい思いをした。 

 それ以来、九州天草等の養殖

場は慣れぬ道をレンタカ－で走り回った。 

【平成 5 年】 

 又、浦島太郎では無いか長年故郷を離れた

ギャップを取戻し地域社会に溶け込む為、大

阪での自治会長の経験もあり、平成 5 年から

4 年間開発途上の約 400 戸の区長を勤め、町

役場の方々や地域の方々とも交流ができるよ

うになった。 

 65 才で会社も退職、サンデー毎日（毎日が

日曜日）になり現在に至っている。 

 一方、室町時代には西国一の大大名、西の

京山口に栄華を極めた大内氏、関が原の戦い

に破れ防長二州に閉じ込められた毛利氏や明

治維新と山口県の歴史と文化を勉強した。 

そして、カメラ片手に探訪をしながら、知

り得た知識を社会に還元すべく山口市で観光

ボランティアガイドに参加し、春から秋まで

土・日・祝日にガイドを初めて 13 年目になる。 

全国各地から幅広い地域の観光バスやグル

ープの観光客の滞在時間に合わせ、山口の歴

史や建造物等の説明をし、又カメラのシャッ

ターをきってあげたり、観光客の地域の方言

を交えて、その地域の最近の

様子等を聞いたりしがら楽し

く時間を過ごし、喜ばれなが

ら快い疲れで一日が終わる今

日この頃である。 

【平成 12 年】 

 又、平成 12 年 4 月から 2

年間町史編纂委員となり、町

の歴史を詳しく知ることが出

来た。 

【平成 16 年】 

 平成 16 年は猛暑・台風・中

越地震・暮にはスマトラ沖の地震による津彼

等、大変な年であった。 

最近では福岡県西方沖地震もあり、先ずは

隣近所の助け合いが大事で、特に「向こう三

軒両隣」とは日頃から仲良くし、我々会社Ｏ

Ｂも一市民となったら会社勤務時代に得た知

識・経験を生かし社会の一員として地域社会

に貞献すべきだと思います。 

 

 【 私の思いで日記も今回で終了 

いたします。 

ありがとうございました 】 
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長
崎
街
道
と
黒
崎
宿 

 

私
の
住
ん
で
い
る
北
九
州
の
黒
崎

の
町
は
特
に
江
戸
時
代
、
長
崎
街
道
東

端
の
宿
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

長
崎
街
道
は
徳
川
幕
府
の
元
和
元

年( 1615 )

武
家
諸
法
度
で
大
名
の
参

勤
交
代
が
義
務
付
け
ら
れ
交
通
の
整

備
が
本
格
化
す
る
と
、
ま
ず
五
街
道
が

つ
く
ら
れ
、
脇
街
道
と
し
て
山
陽
道
や

長
崎
街
道
な
ど
の
十
街
道
が
次
々
と

開
通
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
長
崎
街
道
は
、
小
倉
か
ら
黒

崎
・
木
屋
瀬
を
経
て
、
鎖
国
下
で
唯
一

外
国
に
開
か
れ
た
港
長
崎
に
至
る
重

要
な
道
で
幕
府
の
献
上
品
と
し
て
異

国
の
物
産
や
文
化
を
運
ぶ
華
や
か
な

街
道
で
し
た
。 
 

 

黒
崎
は
こ
の
長
崎
街
道
の
東
端
豊
前
小

倉
の
宿
に
続
く
宿
場
町
と
し
て
福
岡
黒
田

藩
の
小
倉
小
笠
原
藩
と
の
境
界
付
近
に
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
筑
前
黒
田
藩
唯
一
の
上

方
へ
の
渡
海
船
が
発
着
す
る
港
と
し
て
の

黒
崎
湊
を
有
し
、
大
名
や
多
く
の
旅
人
が

利
用
し
ま
し
た
。 

 

米
や
蝋
、
鶏
卵
そ
の
他
筑
前
の
特
産
物

な
ど
物
資
の
積
出
港
と
し
て
も
栄
え
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
、
黒
田
長
政
は
隣
接

す
る
豊
前
小
笠
原
藩
が
徳
川
譜
代
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
境
と
な
る
宿
場
町
黒
崎
に

は
防
衛
の
意
味
で
も
藩
の
重
鎮
家
臣
の
井

上
周
防
之
房
を
黒
崎
城
の
城
主
と
し
て
配

置
し
、
こ
の
黒
崎
の
街
を
大
事
に
し
て
い

ま
し
た
。 

 

家
臣
の
井
上
周
防
も
主
君
想
い
の
名
将

と
言
わ
れ
良
く
仕
え
て
き
ま
し
た
。
井
上

は
長
政
亡
き
後
、
寛
永
九
年( 1632 )

黒
田

騒
動
の
折
、
藩
主
忠
之
の
開
運
を
願
い
、

近
く
の
春
日
神
社
に
藩
祖
長
政
の
霊
を
祀

り
、
春
日
神
社
・
黒
田
神
社
と
し
て
大
事

に
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
孝
高
（
官
兵
衛
）
に
仕
え
、
長
政

を
支
え
て
き
た
功
臣
二
十
四
人
の
霊
も
併

せ
「
黒
田
二
十
四
騎
神
」
と
し
て
祀
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
黒
田
孝
高
の

兄
弟
や
後
藤
又
兵
衛
、
黒
田
武
士
で
有
名

な
毛
利
但
馬(

母
里
太
兵
衛)

が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

筑
前
黒
崎
宿
場
祭
り 

 

『
宿
場
祭
り
』
は
長
崎
街
道
の
筑
前
六

宿
の
一
つ
と
し
て
の
黒
崎
を
振
り
返
り
、

祭
り
で
地
域
お
こ
し
を
と
平
成
元
年
か
ら

始
ま
っ
た
新
し
い
祭
り
で
、
毎
年
十
月
の

第
一
土
曜
、
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

「
江
戸
の
風
情
の
漂
う
松
並
木
一
帯
で

行
わ
れ
る
黒
田
二
十
四
騎
を
再
現
し
た
武

者
行
列
は
、
勇
壮
で
華
麗
な
一
大
絵
巻
の

よ
う
で
、
江
戸
時
代
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
ま

す
」
と
主
催
者
で
あ
る
区
役
所
の
町
お
こ

し
推
進
課
は
宣
伝
し
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
し
て
私
が 

 

た
ま
た
ま
、
私
が
春
日
神
社
の
総
代
を

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
黒
田
二
十
四
騎

保
存
会
の
会
長
（
春
日
神
社
責
任
役
員
の

方
）
か
ら
是
非
に
と
依
頼
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

は
じ
め
は
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
八
幡
西
区
長
、
黒
崎
駅
長
、
郵
便

局
長
、
消
防
署
責
任
者
の
方
々
も
熱
心
に

参
加
さ
れ
て
い
る
の
に
霊
神
を
祭
っ
て
い

る
神
社
の
総
代
が
出
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
思
い
、
俳
優
に
な
る
こ
と
を
決
心

し
ま
し
た
。 

 
役
は
黒
崎
城
の
城
主
、
井
上
周
防
之
房

で
、
扇
子
を
持
っ
て
踊
ら
な
く
て
は
な
ら

ず
練
習
に
苦
労
し
ま
し
た
。 

 

身
に
着
け
る
鎧
兜
は
本
物
の
通
り
に
作

っ
て
あ
る
た
め
、
十
四
～
十
五
㎏
と
重
く
、

し
か
も
衣
服
も
昔
の
武
者
の
装
い
に
な
り
、

身
動
き
の
と
り
難
い
服
装
で
あ
り
ま

し
た
。
昔
の
武
士
は
よ
く
も
ま
あ
こ
ん

な
重
い
も
の
を
身
に
ま
と
っ
て
戦
場

に
行
っ
た
も
の
だ
な
と
感
心
し
た
次

第
で
す
。 

 

昨
年
は
北
九
州
市
の
八
幡
西
区
制

三
十
周
年
に
あ
た
り
、
十
月
一
～
三
日

は
寂
れ
た
こ
の
黒
崎
の
町
も
賑
や
か

な
お
祭
り
一
色
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

私
が
出
演
し
た
三
日(

日
曜)

は
天
気

が
良
く
、
暑
く
て
汗
び
っ
し
ょ
り
の
熱

演
を
し
ま
し
た
。
出
演
し
て
み
て
、
ま

ん
ざ
ら
で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た

出
演
す
る
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 鐘
華
会
九
州
支
部
の
皆
さ
ん
も
、
今

年
の
「
黒
崎
宿
場
祭
り
」
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。 
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  九州カネカ食品（株）訪問と九鐘会との懇親   
 
3 月 4 日（金）15:00 より佐賀県鳥栖

市の九州カネカ食品（株）にお邪魔して

職場訪問を実施しました。  
 
 はじめに会議室にて、網干社長他幹部

の方々より「現状及び今後」についての

説明があり、2 年後の年商 100 億円達成

を目指しての日頃の奮闘ぶりを伺うこ

とが出来ました。  
 
 現在、売上高にカネカ品の占める比率

は約 3 割と少なく、この比率を高めつつ

目標達成に邁進されていることがお話

の中心だったと思います。  
 
 新商品開発や拡販のための技術指導

やサービスにも多大の力を注がれてい

ることが良くわかるようにアイテムご

とに説明や、それらを研究し顧客に見せ

指導するための設備も見学させていた

だきました。  
 
 とにかくアイテム数の多さにびっく

りしたり、感心したりすると同時に「こ

れだけの数があれば近々の目標達成も

楽勝じゃないか」との声が冷やかし半分

にでるほどでありましたし、我々素人の

感想でもあります。  
 

  

 

 
 場所をかえて九鐘会（九州におけるカ

ネカ及び関係会社の現役幹部の会）との

夜の懇親会場へ迎えのバスで向かい、総

勢 18 名の賑やかな会となりました。

（  鐘華会 12 名 九鐘会 6 名  ）  
 
 支部長挨拶と総会・定例役員会報告の

中で、会長が交代されたこと、小額なが  
ら年会費を徴収すること、支部の必要経

費支給の完全実施など基本方針が確認

されたことが述べられました。  
 

当支部の会費未納者 4 名がたまたま全

員出席者だったため、即刻取り立てとな

りました。  
 
その後は恒例にしたがい欠席者から

のメッセージも含めた近況報告に移り、

大いに飲んで食べて語り合いながら、時

間いっぱい楽しい時を過ごすことがで

きました。  
 
そして、次回の集りへの参集を約して

散会しましたが、現役との交流会は九州

支部の恒例の行事として大事にしてい

きたいと思います。  
 

   青木 得志  記  



【平成16年度　支部活動報告】
■■　≠昔 出猟猥絹鍼■事雑損点揖＝　ｐ等畑

騨静畔榊禅珊瑚澤鞘榊鼎
16 3 9 （鐘 華 会 役 員 会 ）

3 27 第 2 回 ハ イキ ン グ （基 山 ・天 拝 山 ）

4 2 1 第 7 回 ゴ ル フコンペ （小 郡 ｃｃ）

5 15 支 部 だ よ り第 6号 発 行

5 22 第 3 回 ハ イキ ング （北 九 州 の 山 ）

6 15 （鐘 華 会 臨 時 役 員 会 ）

7 1 5 （第 5 1 号 鐘 華 ニ ュー ス ）

【10 13 支 部 幹 事 会

10 2 2 （鐘 華 会 総 会 ）

1 1 12 小 倉 城 と門 司 港 レ トロの 旅 ・例 会

11 13 第 8 回 ゴ ル フコン ペ （瀬 板 の 森 ＧＣ）

11 13 支 部 だ よ り第 7号 発 行

17 1 15 （第 5 2 号 鐘 華 ニ ュー ス ）

3 4 支 部 幹 事 会 ・勉 強 会

3 4 九 鐘 会 との 懇 親 会

【平成17年度　支部活動計画】
上声ヾ．† 髄漕渥規細線縦軸甜弱贈庵践鵡迅濾漁猟裟踊甜鵡城楯滋超心肺諏頭諏

個ヾ　莞基　罠黙椋 滞揖露程那誹溝灘離・薄帯尉ぶ東電器械湖齢燕騒講詳窮策騒描法致嘉

5 16 支 部 だ よ り第 各号 発 行

5 2 1 第 9 回 ゴ ル フコン ペ （小 岱 山 Ｃ）

6 第 4 回 ハ イキ ング

7 （第 5 3号 鐘 章 二 ュ■ ス ）

9 支 部 幹 事 会

10 第 5 回 ハ イキ ン グ

10 第 10 回 ゴ ル フコン ペ

1 1 支 部 例 会

1 1 支 部 だ よ り第 9 号 発 行

18 1 （第 54 号 鐘 章 二 ュ 】 ス ）

2 幹 事 会 ・勉 強 会

2 九 鐘 会 との 懇 親 会

鐘華会だより

（特記事項）

■17．3．26　予定していた能古島へのハイキング

は、地震のため中止しました。

■17．5．21第9回ゴルフコンペはカネカ現役と

のはじめての合同コンペで楽しみです。

■11月開催予定の今年度の支部例会は福岡近郊

で場所を探しています。

＜平成17年度定例役員会報告＞

◆　祝儀金について【喜寿・米寿・白寿などお祝

いの種類に関係なく1万円に統一する。

◆　平成16年支部活動報告並びに平成17年度

支部活動計画

（高砂）17年度の新たな活動としてグランドゴ

ルフ同好会（57名）を発足させる。

（大阪）活動拠点として単身赴任寮の一室を確保。

（滋磐）社宅の空きがないため、活動拠点の開

設は難しい．

（鹿島）3月の幹事会で、今後の活動計画を決定。

（本社）麻雀同好会の追加台の購入を検討する。

通信費は、合同展及びカネカクラブ開設

6周年記念展の案内状分を計上。

（東京）支部例会の費用は会社と個人の折半で

企画。

（九州）支部だより発行の経費を通信費に計上。

◆　その他の事項

（9高砂支部長交代の件

現支部長吉田登氏→退任

副支部長岸本一男氏→支部長

田中義人氏→副支部長

②ハイキング等の活動に関する免責事項の件【

鐘華会はいかなる責任も負いかねるというこ

とを、案内状に明記する必要がある。

③総会開催年の支部例会のあり方】遠隔地であ

る鹿島・東京・九州の各支部については、支

部例会の開催を可とする。

あとがき ・久し振りに石原さんに奈良の写真を送ってもらいました。今回は春を中心に掲載します。次号は夏

～秋バージョンです。お楽しみに！

・江崎さんの「思い出日記」は、今回で終了です。長い間ありがとうございました。定年後の生き方は示唆に富ん

だもので、地域社会とのかかわり方など大変参考になりました。

・上野さんの鎧兜姿は見事にきまっています。すっかりはまった様ですネ。今年は皆で見に行きましょうか？
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